
花巻市地域おこし協力隊カルチャーデック（プロトタイプ版） 

 

「幸生花耕
コウセイカコウ

」～幸せに生きることが花巻を耕す～ 

 

１．なぜ、カルチャーデックを策定するのか？０００００００００００００００００００ 

 

 カルチャーデックとは、簡単にいうと企業や組織が持つビジョン、大切にしている

価値観や文化等をまとめたもののことです。 

 私たち、花巻市地域おこし協力隊がなぜ、このカルチャーデックを作ろうと考えた

かというと、それぞれが異なるミッションを掲げて活動していくなかで、地域おこし

協力隊のメンバー全員がビジョンや価値観、醸成する文化等を共有していくことが、

メンバー全員の連携やパフォーマンスの向上を引き出すことにつながると考えたから

です。 

 また、新たに花巻市の地域おこし協力隊に加わる未来の仲間たちに、あらかじめ私

たちの大切にするものを知っておいていただくことが、私たちのためにも、未来の仲

間たちにとっても重要になると考えたため、今回、「花巻市地域おこし協力隊カルチ

ャーデック」を策定することとしました。 

 

２．地域おこし協力隊とは？ 花巻市地域おこし協力隊のこれまでの歩み０００００００ 

 

   地域おこし協力隊は、都市地域から過疎地域等の条件不利地域に住民票を異動し、

地域ブランドや地場産品の開発・販売・PR等の地域おこし支援や、農林水産業への従

事、住民支援などの「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る

取組のことです。 

   総務省では平成 21年度からこの取組を開始し、令和 4年度末の時点で、全国 1,118

団体で 6,447 人の地域おこし協力隊が受け入れられています。また、総務省は協力隊

員の人数を令和 8年度までに 1万人まで増やす目標を掲げています。 

  

   花巻市においては、平成 27年度から地域おこし協力隊を導入しました。 

   導入当初は、一人でも移住者を増やしたいという移住施策としての側面と地域活動

の担い手不足の解消等といった地域課題の解決策としての側面という２つの面から効

果を期待して導入されたものです。 

   そして、近年では、花巻市が直面または潜在する地域課題の解決策としての側面が

より重視されるようになってきているのではないかと私たちは感じています。 

    

   花巻市に着任した地域おこし協力隊は、私たちを含めて、これまで 26名（うち現役

隊員は 8名）です。そして、退任した先輩たち 18名のうち 13 名が市内及び近隣の市

町に定住しています。 

 



   ところで、地域おこし協力隊の受け入れを始めるにあたって、花巻市長がまず言っ

た言葉があるそうです。 

 

   「花巻に来た協力隊員には幸せになってほしい。」 

 

   この言葉を私たちは大切にし、この言葉どおり、私たち自身が幸せになるために、

花巻にやってきて、現在活動に取り組んでいます。 

 

３．ビジョン ～私たちは将来、どんな景色をつくり出したいか？～０００００００００ 

 

 □私たち自身が幸せをつかむことで、花巻に良い刺激を与え続ける。 

 

  私たち、協力隊員自身が幸せになることはもちろんのこと、私たちは地域おこし協力

隊員として、文字通り「地域おこし」をするために、ここ花巻にやってきました。 

  しかしながら、私たちの活動で市全体に影響を与えていくことは非常に難しいことだ

とも感じています。 

  だからこそ、私たちは、私たちの活動を通じて、自分自身が幸せになるだけでなく、

私たちとつながってくれた方々、私たちと関わってくれた方々にも幸せになってほしい

と思っています。 

  そして、その幸せの連鎖が、最終的に花巻全体に良い刺激を与えることになると信じ

ています。 

 

４．ミッション ～私たちは何のために存在しているのか？～００００００００００００ 

 

 □花巻に移住してきた私たち自身が幸せになるため。 

 

   私たちは、まず私たち自身が幸せになるために花巻にやってきました。自分自身が

幸せではない人間が周囲の方々を幸せにできるでしょうか？ 

   私たちは、まずは私たち自身が幸せになることによって、周囲の方々も幸せにして

いきたいと思っています。 

 

 □花巻が直面もしくは潜在する課題にコミットするため。 

 

   私たちの活動は、私たちが幸せになるために行うものであることは確かですが、そ

れだけではいけないとも思っています。私たちの活動が少しでも花巻のためになって

いくことを常に考えながら、活動していきたいと思います。 

 

 □花巻内外のヒトとヒトとをつなぐことで新たな価値を生み出すため。 

 

   花巻にはたくさんの魅力的な方々がいらっしゃいます。また、花巻市外にも魅力的



な方々、花巻を応援してくれる方々がたくさんいます。 

   私たちは協力隊員として、そのような魅力的な方々をつなぎ、花巻の更なる魅力を

引き出していくことも大切だと思っています。 

 

５．バリュー ～私たちがこだわりたいことは何か？００００００００００００００００ 

 

 □自らが望む働き方を選択できること。 

  － 任用型、委託型、任用型から委託型への移行の３種類の働き方を選べること。 

 

 地域おこし協力隊の働き方は、全国で様々な例がありますが、花巻市の地域おこし

協力隊制度では、３種類の働き方から、自分にあった働き方を選択できるようになっ

ています。 

 この柔軟な制度を活用して、自分に適した働き方で私たちは活動していきます。 

 

 □自らの「やりたい」という気持ちを形にすること。 

   

   私たちは、与えられた仕事を行うのではなく、私たちの「やりたい」という気持ち

を大切にし、活動として形にしていくことを重視しています。 

   そのために、自分が何をやりたいのかをしっかりと明確にしたうえで、実践してい

くことが必要だと思っています。 

 

 □活動の目的や意図等をしっかりと「言語化」すること。 

 

   私たちは、私たちの「やりたいこと」を活動にしていくにあたって、その活動にど

んな意味があるのか、その活動によって花巻にどんな影響を与えようと思っているの

かを「言語化」していくことを大切にしています。 

   この「言語化」を大切にすることによって、私たちの活動について、多くの地域の

方々から、理解や共感を得られるのではないかと考えています。 

 

 □任期後どうなりたいのか（起業や就職等）を常に考えながら、活動すること。 

 

   地域おこし協力隊の任期は最大３年間です。この３年という期間は、長いようで実

はとても短いものであると思います。 

   だからこそ、私たちは任期終了後にどんな自分になっていたいのか、そしてそのた

めに今はどんなことをしていく必要があるのかを常にイメージしながら活動をしてい

くことが大切だと思っています。 

 

 □仲間をつくり、共に走ること。 

 

   私たちの活動は多くの地域の方々に支えられて形になっていくものだと思っていま



す。そのため、私たちには多くの仲間が必要です。一人では苦しくとも仲間がいれば

乗り切れる、そんな場面に直面することもあるでしょう。 

   だからこそ、私たちは地域に溶け込み、仲間をつくり、その仲間と協力して、活動

を進めていくことを大切にしていきます。 

 

６．花巻市地域おこし協力隊の働き方について（補足）０００００００００００００００ 

 

  花巻市の地域おこし協力隊制度では、協力隊員は、自らの活動テーマや希望に応じ  

て、働き方を次の 3つから選択できるようになっています。 

 

①花巻市の会計年度任用職員（公務員）として働く【任用型隊員】 

②個人事業主として、花巻市から業務を請け負う【委託型隊員】 

③任用型隊員として働いた後に、委託型隊員へと移行【任用型隊員→委託型隊員】 

 

７．未来の私たちの仲間たちへ００００００００００００００００００００００００００ 

 

  地域おこし協力隊の活動、そして移住後の生活は楽しいことだけではありません。悩 

みを抱えたり、辛い出来事もきっとあるでしょう。 

  それでも、幸せな人生の１ページとして、協力隊をやってみたいという方を私たち花 

巻市地域おこし協力隊は歓迎します。 

 

 

 

ぼくはきっとできるとおもふ。 

 

なぜならぼくらがそれをいまかんがへてゐるのだから。 
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「ポラーノの広場」より引用 


